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森
先
生
御
轄
任

國
史
學
第
一
誰
座
据
當
丈
學
博
士
森
完
己
敬
授
は
御
家
庭
上
の
都
合
に
て

今
般
祇
演
市
立
大
學
へ
稗
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
九
日
離
祀
さ
れ

た
。
先
生
は
昭
和
廿
二
年
春
本
學
に
御
着
任
以
來
九
州
史
學
界
の
發
展
に
数
々

の
御
功
祇
を
礎
さ
れ
た
の
は
勿
論
℃
九
州
地
区
庶
民
養
料
の
探
訪
澗
杢
に
少

か
ら
ぬ
寄
與
を
致
さ
れ
た
る
を
思
い
、
ま
た
そ
の
御
懇
切
な
る
御
教
郡
を
仰

ぐ
こ
と
に
よ
り
本
學
史
學
科
が
浦
新
の
無
も
て
隆
昌
の
一
途
を
辿
り
つ
つ
お
ゞ

る
と
を
、
此
凌
の
御
稗
任
は
変
に
惜
し
み
て
も
除
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

因
み
に
先
生
ロ
〈
今
の
御
住
所
は
東
京
都
目
黒
腿
上
目
黒
五
ノ
ー
五
六
八
で

あ
る
。
先
生
の
御
健
雄
と
御
多
幸
を
衷
心
よ
り
祇
り
縦
ね
て
こ
の
上
と
も
吾

盈
毬
御
指
導
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
鋪
で
あ
る
。

二
十
六
年
度
卒
業
論
文
と
新
研
究
生

日
蓮
の
宗
教
形
成
に
脚
す
る
史
的
考
察
川
添
昭
二

五
代
禁
軍
の
發
展
に
つ
い
て
菊
池
英
夫

米
西
戦
争
に
鮒
す
る
一
考
察
奈
批
博
史

Ｉ
モ
ン
ロ
ー
主
義
か
ら
帝
国
主
義
へ
の
移
行
１

人
民
無
通
勤
（
勺
ｃ
目
言
行
日
○
ぐ
①
ｇ
①
日
）
に
つ
い
て
宮
野
啓
二

錐
報
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彙
報
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刷
画
Ⅱ
Ｉ
い
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅱ

十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
隆
民
抗
争
杢
尾
昭
忠

な
お
、
‐
四
月
一
日
附
を
も
っ
て
菊
池
英
夫
氏
は
東
洋
史
研
究
室
の
研
究
奨

學
生
に
任
ぜ
ら
れ
士
。

二
十
七
年
度
逵
學
及
び
新
へ
編
入
）
學
生

四
月
十
脚
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
丈
學
部
莱
五
番
敷
室
に
於
墜
し
推
挙

式
が
行
わ
れ
、
、
次
の
諸
君
を
本
學
科
に
迎
え
た
。

國
史
學
科

滅
野
輔
一
郎
・
長
洋
一
、
藤
井
緊
三
、
藤
本
桂
史
、
前
山
博
（
以
上
進
學
）

山
本
或
信
（
編
入
學
）
、
上
野
哲
（
奮
制
英
文
學
よ
り
稗
科
）

東
洋
史
學
科
＄

吉
田
早
苗
（
進
皐
）
、
商
久
舜
一
郎
や
田
舘
楠
雄
（
編
入
學
）

西
洋
史
學
科

西
蝿
有
哩
、
馬
場
典
明
（
迩
學
）
、
戸
田
學

新
刊
竹
内
型
二
教
授
は
今
回
文
部
省
學
術
肋
の
研
究
出
版
助
成
全
の
交
附
詮
得

て
、
東
京
堂
よ
り
「
平
安
遺
文
」
節
三
巻
を
刊
行
さ
れ
た
。
さ
き
に
本
番
一
、

二
巻
を
出
さ
れ
學
界
に
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
Ｌ
に
露
三
巻
の
刊
行
を
見
る
に
及
び
、
こ
の
昨
代
り
研
究
は

更
に
長
足
の
發
展
が
期
待
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
’

第
二
回
國
史
學
研
究
會
發
表
要
旨
、

九
一

國
史
學
科
の
動
向

L



－

筑
前
六
宿
の
人
馬
仕
組
に
つ
い
て

近
藤
典
二

九
州
に
於
け
る
蝦
重
要
陸
路
た
る
長
崎
街
逝
は
筑
前
領
内
に
六
つ
の
宿
騨

を
も
っ
て
い
た
。
即
ち
黒
崎
、
木
腫
瀬
、
飯
塚
、
内
野
、
山
家
、
原
田
の
六

宿
で
あ
る
が
，
こ
の
六
宿
の
交
通
批
漸
婚
に
よ
る
助
郷
村
の
疲
弊
が
問
題
と

◆

な
三
」
来
る
の
は
藩
政
後
半
期
に
入
る
元
文
年
間
以
降
で
あ
っ
た
。
思
ふ
に

宿
村
困
窮
の
原
因
は
第
一
に
不
規
則
・
頒
繁
な
る
農
民
及
び
作
馬
の
微
逹
と

努
役
で
あ
り
、
第
二
に
そ
の
努
役
に
對
す
る
報
酬
即
ち
人
馬
焚
鰯
の
不
當
な

る
低
廉
性
と
に
あ
る
。
従
っ
て
之
が
對
策
に
は
第
一
に
宿
騨
椎
備
人
馬
の
設

置
と
弥
二
に
人
馬
黄
鏡
の
正
當
な
る
増
額
と
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が

共
に
藩
政
府
の
手
に
よ
っ
て
笛
は
な
く
、
民
間
の
手
、
即
ち
大
庄
屋
の
請
負

事
業
と
し
て
な
さ
れ
て
來
る
と
こ
ろ
に
頗
る
注
目
す
ぺ
き
も
の
が
あ
る
。
即

ち
前
者
は
廷
享
年
間
鞍
手
郡
の
大
庄
屋
武
燕
に
始
ま
り
明
和
元
年
の
同
郡
大

庄
屋
勘
吉
の
六
宿
人
馬
仕
組
に
よ
っ
て
完
成
し
、
後
者
は
同
じ
く
勘
吉
の
努

力
に
よ
っ
て
藩
政
府
を
し
て
對
幕
交
渉
に
乘
出
さ
せ
、
貨
錨
靖
額
を
許
可
せ

し
め
た
の
で
あ
る
○

第
三
回
國
史
學
研
究
會
（
昭
和
廿
七
年
四
月
二
日
）

對
馬
に
払
け
る
奴
蝉
制
の
成
立
、

安
河
内
博

一
、
對
馬
奴
碑
制
の
成
立
を
論
ず
る
に
は
、
先
ず
「
奴
卿
被
成
下
丼
返
上
」

（
對
馬
藩
奴
蝉
關
係
史
料
）
を
検
討
す
る
要
が
あ
る
。
此
の
記
録
に
よ
る
と
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Ｆ

寛
永
ｌ
寛
文
頃
に
家
臣
に
對
し
下
人
が
賜
與
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
下
人
は
次
の
二
類
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。

側
中
世
以
来
下
人
賜
與
の
制
の
傳
統
の
下
に
、
藩
主
よ
り
罪
科
と
は
開

係
な
く
賜
與
さ
れ
た
も
の

②
科
人
徳
舎
之
者
（
牢
人
）
等
を
刑
罰
に
よ
り
下
人
と
し
て
賜
魂
さ
れ

た
も
。
・

二
、
湖
っ
て
宗
家
「
御
奮
到
控
」
を
中
心
と
す
る
下
人
關
係
史
料
に
つ
い
て

み
る
に
、
丈
明
以
降
寛
丈
年
間
、
烏
主
の
御
到
物
を
以
て
下
人
の
賜
與
が
行

わ
れ
て
い
る
事
変
を
知
り
得
る
。

三
、
寛
丈
以
後
に
於
て
は
、
家
臣
（
府
士
，
田
舎
給
人
）
等
に
對
し
下
人
を

泄
す
場
合
に
、
諸
菰
の
事
情
よ
り
し
て
科
人
・
徳
舎
之
者
・
曳
科
者
（
縁
坐

者
）
等
を
あ
て
る
こ
と
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
た
ｏ

對
馬
が
陸
地
と
隅
絶
せ
る
離
姥
と
い
う
條
件
下
、
食
樋
不
足
の
地
に
多
数

の
科
人
を
龍
舎
に
入
れ
温
く
よ
り
も
、
努
役
を
課
し
生
産
に
關
與
せ
し
む
る

を
有
利
と
し
た
關
係
か
ら
、
奴
稗
制
は
元
職
以
降
確
立
す
る
に
至
り
爾
後
幕

末
迄
長
年
月
に
亘
つ
『
て
存
続
し
、
徳
川
時
代
に
は
他
に
比
類
な
き
程
整
倣
さ

れ
た
刑
制
と
な
っ
て
い
っ
た
○

四
、
か
比
る
奴
岬
制
の
源
流
を
辿
る
な
ら
ば
、
應
永
以
降
對
馬
と
朝
鮮
と
の

密
接
な
る
關
係
よ
り
考
察
し
て
、
先
ず
李
氏
朝
鮮
に
見
ら
る
Ｌ
奴
蝉
賜
給
の

制
度
並
に
身
分
制
と
し
て
の
奴
刑
の
影
蕊
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考
え
ら

れ
る
○

一一

卒
業
生
送
別
會

二
月
十
日
正
午
よ
り
九
大
榑
外
三
畏
閣
に
於
い
て
三
月
卒
業
の
川
添
昭
二

／

九
二



1

周

君
、
お
よ
び
内
地
留
學
の
先
輩
大
分
大
學
安
河
内
博
助
教
授
の
送
別
會
を
行

っ
た
。
森
・
竹
内
雨
先
生
を
始
め
全
員
出
席
し
て
南
氏
の
螢
雪
の
功
戒
れ
る

を
疵
頑
し
、
今
後
の
健
闘
を
衷
心
よ
り
祓
っ
て
三
時
敵
脅
し
た
。

森
先
生
送
別
書

三
月
二
日
正
午
よ
り
岩
田
屋
七
階
食
堂
に
於
い
て
森
先
生
の
塞
別
倉
を
開

他
し
た
ｏ
竹
内
・
西
尾
・
栴
垣
各
先
生
を
始
め
卒
業
生
も
多
数
参
加
し
極
め

て
盛
會
で
あ
っ
た
。

席
上
森
先
生
は
九
大
在
任
五
年
間
の
思
ひ
出
を
感
慨
深
く
語
ら
れ
、
惜
別

の
念
一
入
深
き
も
の
あ
り
、
宴
絡
る
も
な
お
名
残
は
つ
き
ず
早
春
の
街
を
一

同
大
濠
公
園
迄
散
策
し
記
念
篇
眞
を
撮
影
し
て
の
ち
四
時
す
ぎ
散
宙
し
た
。

Ｏ
新
刊

「
東
洋
史
學
」
第
四
輯
（
昭
和
廿
七
年
三
月
）
九
州
大
學
丈
學
部
東
洋
史

研
究
室
刊

執
鋸
者
並
に
題
目
は
次
の
通
り

北
宋
時
代
に
所
謂
「
草
」
に
就
い
て
ロ
日
野
開
三
郎

煕
。
豊
年
間
に
於
け
る
民
戸
菱
馬
法
即
ち
古
川
新
卒

保
馬
・
戸
馬
二
法
に
開
す
る
私
見
口

健
歩
附
捉
生
軍
日
野
開
三
郎

ｌ
唐
宋
川
語
解
の
三
ｌ

朱
史
・
父
貨
志
課
註
側
研
究
室
貝

菜
東
洋
史
學
科
の
動
向
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西
洋
史
學
科
の
動
向

卒
業
生
送
別
會

琴
一
月
三
日
午
後
五
時
よ
り
三
畏
閣
に
於
い
て
、
奈
変
博
史
や
高
糯
昇
、
杢

尾
昭
忠
、
・
宮
野
啓
一
万
四
君
の
卒
業
送
別
會
を
行
っ
た
。
小
林
、
今
來
、
服

部
の
諸
先
生
を
中
心
に
絡
始
和
氣
み
な
ぎ
る
中
に
、
囚
君
の
多
幸
と
祇
闘
を

祇
っ
て
九
時
散
脅
し
た
ｏ

進
學
生
激
迎
會

西
洋
史
學
科
は
馬
場
、
西
島
、
戸
田
の
三
君
を
新
た
に
迎
え
、
四
月
廿
一

日
午
後
三
時
半
よ
り
節
四
演
習
室
疾
て
鰍
迎
會
を
行
っ
た
。
累
鋭
巴
一
君
を

加
え
て
一
層
の
充
演
を
期
し
て
い
る
。

本
會
學
生
委
貝
、
東
洋
史
學
科
新
制
三
年
在
學
の
田
中
信
明
君
は
、
‐
去
る

二
月
四
日
午
後
六
時
、
霞
學
部
放
射
線
科
で
感
砿
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
ら
れ

た
。
將
來
を
期
待
せ
ら
れ
、
叉
學
生
委
員
と
し
て
本
會
の
爲
め
熱
心
に
壷
力

せ
ら
れ
て
居
た
同
君
の
死
は
惜
し
み
て
も
除
り
が
あ
る
Ｏ
學
部
長
（
代
理
）
．

日
野
・
江
冊
そ
の
他
多
数
教
官
、
研
究
室
代
表
・
友
人
代
表
そ
の
他
學
生
多

数
、
告
別
式
に
参
列
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
こ
上
に
同
君
の
冥
禰
を
所

る
次
第
で
あ
る
。

一一

田
中
信
明
君
－画
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昭
和
二
十
七
年
鹿
第
一
學
期
（
餌
月
’
十
月
）

・
史
學
關
係
講
讓
題
目
・

國
史
學

藤
原
政
椛
の
成
立
竹
内
敦
授

古
丈
審
學
同

古
文
審
學
波
召
同

誰
談
近
世
庶
民
史
料
研
究
桧
垣
誰
帥

日
本
思
想
史
（
演
習
）
西
尾
鱗
師

東
洋
史
學

五
代
史
日
野
激
授

特
誰
同

波
習
阿

唐
需
食
食
志
の
研
究
鈴
木
識
．
師

明
代
女
直
史
江
嶋
識
師

西
洋
史
學

史
學
理
論
史
の
研
究
小
林
教
授

フ
ラ
ン
ス
蒋
制
度
史
同

淡
習
伽
昌
賢
司
ｇ
胃
恥
詞
８
号
亀
ロ
目

尻
昌
舟
巨
画
Ｑ
ｇ
①
ざ
四
月
写
①
ロ
冠
日
ず
房
目
の

里
閂
目
の
８
国
胃
胃
口
冨
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